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Ⅰ
　がん化学療法の有害事象の一つとして口腔 膜障

害があり、化学療法の 40 に られる高 度の

合併症である。口腔 膜障害は に を するの

みならず、 障害や ュ ケーショ 障害によ

る治療継続意 の を き こし、患者の

に多大な を及 す。1）そのため看護師による口

腔ケアは 要 である。

　当 内科病 では化学療法による 膜障害が発

生しているが口腔ケアの指導において看護師の経験

年数により らつきがあることや、以 にも口腔ケ

アに関する看護研究を行っているが十分に活用され

ておらず、また ュアルがないため や指導内

に が られているのが 状であった。実 に

口腔 膜障害を発症してもケアの方法がわからない

スタッフもおり、口腔ケアの重要性と統一した口腔

ケアの知 ・ 術の が 要だと感じた。そのた

め 口腔アセス ト イ 以 とす

る と 的プロト ールを導入し、統一した口腔

ケアが実施 るよう 験的に実 調査を施行し

た。

Ⅱ 研究目

　 と 的プロト ールを導入し、病 スタッ

フが口腔ケアに関する知 ・ 術を共有し、統一し

た患者の口腔内 ・評価・指導が行えることを目

的とする。

Ⅲ 研究

　１ 研究対象： 内科看護師30

　２ 研究期間： 26年 月～ 27年１月

　３ 研究方法

１）口腔ケアの実施状況について病 スタッフ

30 にア ケートを実施した。ア ケートは

的回 および自 記 で、 １ 間後に

回 した。

２）看護研究 ーは、看護協会や院内の口腔ケ

アの 会への 加や口腔外科スタッフからの

指導を受け、病 スタッフ全員へ 会を開催・

指導を実施した。 会は、 を導入する

と導入後に開催した。

３） がん 治療を受ける患者が入院する には、

内科・口腔外科医師と の上、化学療法

の患者の口腔外科受診を めた。入院後 ち

に化学療法を開 する患者もいるため内科外

スタッフへ口腔外科受診を主治医に 診するよ

う協力 を行った。

４） ・ 的プロト ールを 子カル へ

り み記載できるようにし、化学療法を受ける

患者の入院時にはこれを用いて口腔内 ェック

を開 し、看護師が統一したケア・指導が行え

るよう工夫した。当院 科 生士の 言をもら

い、患者指導用の フ ットを作成し、

フ ットを み合せながら指導できるようにし

た。

） 入１か月後に質問形 でスタッフ に口腔

ケアの知 ・認 を確認し、経験年数 の 向

を分 し、 報提供を行った。

） 入 と同様のア ケートを実施した。

７）分 方法：経験年数 にア ケートを集 し、

表にまとめる。

Ⅳ
　病 スタッフ全員へ研究の目的を 明し、協力を

た。ア ケートは 記 ・経験年数のみ記載し、

記載者が できないようにした。また、ア ケー
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トの記載内 に具体的な患者の治療内 や口腔内の

状況がある 合は 人が されないよう し

た。

　回 100 （病 スタッフ30 ）

　経験年数ごとの人数：（　）は 入後の人数

　１年 　　 （ ）

　１～３年　　12 （13 ）

　３～ 年　　３ （２ ）

　 年以上　　10 （10 ）

　化学療法開 の口腔外科受診は、 入 と比

ると 加した。しかし、入院してす に治療を開

する人に対しては治療後 が回 してから受診す

る 合があった。

　スタッフ向けの 会や と 的プロト

ール導入（以 入とする）後に行った口腔ケア

の知 ・認 の確認の結果としては、経験年数5年

のスタッフは がん が口腔 膜に及 す

、口腔 膜障害の 因子、口腔 膜障害の 発

時期の知 が い 向にあった。経験年数5年以上

のスタッフは口腔 膜障害の予 が いという結

果が た。口腔 膜障害の 発部 は できてい

た。

　 入 後の口腔ケアの実施状況のア ケートで

は、「質問２ 患者さんに口腔ケアを行う 要性を

感じていますか。」では、 以上のスタッフが「３

ある」「４ かなりある」「 にある」と回

し口腔ケアの 要性を感じており、 入 後で変化

はなかった。「質問３ 患者さんの口腔 生状態を

正しく ェックできていますか。」「質問４ 患者さ

んの口腔内トラ ルを確認したとき、そのトラ ル

が患者さんの生活にどの程度 があるのか し

ていますか。」「質問 口腔ケアが 要と した

合、その患者さんに口腔ケアを指導または口腔ケ

アを行っていますか。」では、口腔内の ができ
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ている・生活への を している・口腔ケアの

要な患者への指導・ケアが行えているなど、

や実施ができていると感じているスタッフは、 入

は ～ だったが、 入後はす てのスタッフ

へと 加した。「質問 患者さんに口腔ケアを指

導または口腔ケアを行う 、知 や 術が今より

要と思ったことがありますか。」では、 入 後で

大きな変化は られなかった。また、「質問７ 患

者さんに 要な口腔ケア用 または を正しく

んで指導または口腔ケアが ますか。」では、適

した口腔ケア用 ・ を していると感じてい

るスタッフは から へ 加し、「質問 在、

どの患者さんにどのようなケアが行われているか

していますか。」では、ケア内 を している

と感じているスタッフは、 から全員へ、「質問

患者さんに対して行った口腔ケアの指導または実施

の後に、指導内 や実施内 を評価していますか。」

では、ケアの評価が ていると感じているスタッ

フは、 から へ 加した。

　 入 ア ケートの自 記 では、「口内炎の程

度が できていない」「口内炎が て数日その

患者を 当していないと、悪化の有 が評価し ら

い」という意 があった。

　 入後ア ケートの自 記 では、「みんなで共

通した指導が るようになりとても良い」「口腔

内トラ ルの 期発 につながり、感 症の予 や

口内炎など患者さんの を することができる

と考えた」「口内炎が たとしても、 要なケア

がわかっていたら口内炎も く んだりできると

思った」など、 的な意 が多く せられた。ま

た、スタッフが日 業 に統一した口腔内 ェック

を り み、患者にも フ ットを用いて指導す

ることで、口腔 膜障害のある患者が ったという

意 も かれた。

Ⅶ
　化学療法の 作用は多 であり の 期発

ならびに 症状の緩和を図ることが重要である。

化学療法の 作用は患者の ー の充 を 害し、

の をきたす。看護師には患者自 が

的に予 行動をとれるよう指導にあたっていく中心

的な が われる。2）そのため日頃から 意 く

作用の がないか しアセス トしていく

要がある。

　ア ケート調査の結果、経験年数に関らず口腔ケ

アの 要性を しているといえる。

　「質問 患者さんに口腔ケアを指導または口腔

ケアを行う 、知 や 術が今より 要と思ったこ

とがありますか。」では、 入 後で大きな変化は

られなかったが、その として２つのことが

された。一つは、 の導入や 会の実施に

より口腔ケアの指導や実施に自 が付いたことか

ら、知 術の更なる意 向上がうまれたことで

ある。もう一つは、 方法やアセス トに 安

があることが原因で、知 や 術を 要と考えてい

るということである。 入後ア ケートの自 記

では、口腔ケアの知 やケア方法・ 方法などの

術が についたという 的な意 が多かったこ

とから、 者の意 向上の 能性が高いと考えられ

る。ただし、実 に き りをしたわけではないの

で、スタッフの意 を まえて対応していく 要が

ある。

　口腔 膜障害の 全な予 法はなく、対症療法的

に 緩和や口腔ケアが主として行われる。その意

で看護師が果たす は大きい。口腔 膜障害の

発生機 を し的確な病態 を行うことで、合

的治療や口腔ケアが実 できると考える。口腔内

評価は 者の主 に左 されやすく、 者によ

り評価内 に が生じる 能性がある。今回

を 用した事は、看護師全員が同じ視点で を行

い、 報共有ができ、正しい口腔内評価ができると

いう で有効であった。

　また、スタッフ に口腔ケアの知 認 を確

認することで、スタッフも自分の知 の い部分を

できた。統 をとって えや を スター化

し、 報提供を行ったことが、知 の につながっ

たと考えられる。

　 在外 との連携がまだ十分ではないため、今後

は連携を 化し治療開 できるようにしていく 要

がある。最 的な 題としては、スタッフの統一し
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たケアを通して患者の口腔 膜障害を できるよ

うにしていくことがあ られる。

Ⅷ
・統一した指 （ ）を用いて 期的な評価を

行う事により、口腔内 が日 業 の中で

されるようになった。

・ フ ットや 的プロト ールの導入、

会の実施によってケア方法や指導を自 をもって

行えるようになった。

・経験年数の いスタッフは、口腔ケア用 や

の 、ケアの指導が ておらず、 入後は知

や認 の で大きく した。

・評価をしても適切な対 が実施されていないな

ら、アセス トの意 はなくなる。的確なアセ

ス トは、適切な口腔ケア 入や口腔ケア指導

につながる。
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